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研究成果の概要（和文）：エクスポージャーは恐怖や不安に効果的な認知行動療法の技法のひとつである。本研究では
非接触型の視線解析装置を用いて視覚的注意を検討した。その結果、エクスポージャーのターゲットとして言語刺激と
画像刺激とでは視覚的注意が異なっていることを明らかにした。また、視覚的注意とその主観的評価は必ずしも一致し
ないことが明らかになった。以上を踏まえ、臨床心理学分野での視覚的注意の応用可能性について検討した。

研究成果の概要（英文）：Exposure is one of the effective cognitive and behavior therapy techniques to redu
ce fear or anxiety. In this study, we analyzed visual attention under the exposure condition using non-con
tact eye-tracking system. The results suggested that there were different patterns between visual attentio
n to word stimuli and that of picture stimuli under exposure conditions. And the result of eye tracking wa
s not necessarily correlated with subjective evaluations. Based on these results, we discussed about possi
ble application of visual attention in the field of clinical psychology.
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１．研究開始当初の背景 
 
 エクスポージャーは単一の恐怖症や強迫
性障害の治療法として効果を上げた認知行
動療法の一技法であり、不安や恐怖を低減す
るための技法である。しかし、必ずしも効果
が現れない場合もあり、技法の精緻化が望ま
れている（Antony & Barlow, 2002）。エクス
ポージャーはレスポンデント学習の消去理
論をもとに提案された技法である。具体的に
は脅威刺激を何度も提示すると、刺激に対す
る嫌悪性が徐々に低減されていく現象（消
去）を応用したものである。この消去という
現象は、刺激に対して全く反応が消失したと
いう現象ではなく、新たな経験を積み重ねる
学習過程であると考えられる。例えば、反応
の自発的回復が示す通り、いったん消去学習
が成立しても、時間をあけると再び反応が生
起する。こうした学習過程において、現在、
脅威刺激に関連した言語の役割に注目が集
められている。 
不安や恐怖と言ったレスポンデントの反
応と、言語との関係についていくつかの論文
で報告されている。例えば、Tabibnia, 
Liberman, & Craske(2008)は、エクスポージ
ャーとして脅威刺激を曝す際に、関連する言
語を合わせて提示し、その効果を検証してい
る。その結果、従来のエクスポージャーと比
較すると 1週間後に自律神経系の反応が低下
していることを明らかにした。また、
Accepatnce and Commitment Therapy
（ACT）の一技法として提案している Word 
Repeating Techniqueがある。これは脅威な
意味をもった言語だけを取りあげ、この言語
に暴露されていく方法である（Masuda et 
al.,2004；De Young et al.,2010）。特にこの
技法は対象者は単純に刺激に曝されるので
はなく、口頭で表現させることで刺激への主
体的な暴露を促している点で特徴的であり、
先の Tabibnia et al.（2010）と違いがみられ
る。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、エクスポージャーに関与する言
語の働きについて検討することを目的とす
る。先に述べたとおり、エクスポージャーは、
刺激にさらされている際のクライエントの
注意や態度によって、十分な効果が得られな
いことが知られている。そこで本研究ではア
イトラッキング装置に注目した。本研究では、
言語と画像を実験刺激として用い比較する
ことによって、視覚的注意という点からエク
スポージャー中の態度について検討するこ
とを目的とする。また、この研究を通して、
アイトラッキング装置を用いた研究課題に
ついて検討した。 
 

 
 
３．研究の方法 
 
(1)モダリティによる視覚的注意の違い 
 
実験刺激として，快刺激と不快刺激からな
る2種類のモダリティ(画像刺激と言語刺激) 
を用意した。まず何も描かれていない白い背
景画面から 4分割された画面の 4か所それぞ
れに“+”を 500 ミリ秒間提示したのち，実
験用スライドを 30 秒間提示した。この実験
用スライドも 4画面に分割されており，その
うち 2か所に快刺激と不快刺激が 1枚ずつ提
示される。これを 1試行とし，12 試行行った
(画像刺激条件 6試行，言語刺激条件 6試行)。
この実験では、健常な 15名の対象者が 30 秒
間の間どの程度、不快刺激/快刺激を注視し
てもらい、その結果をモダリティ別に分析し
た。 
 実験刺激には、言語刺激は“喜”や“苦”
など快感情もしくは不快感情を直接意味す
る文字が必ず含まれていることを基準に，2
字の漢字から構成されるものを選択するこ
と と し た 。 ま た 、 画 像 刺 激 と し て
International Affective Pictures Sets 
(IAPS; Lang, Bradley, & Cuthbert, 2008)
よ り ， Valence ratings(Self-assessment 
manikin (SAM)により 9段階で評価)を基準に，
4 ポイント以下のものを不快刺激，6 ポイン
ト以上のものを快刺激として選択した
(Kellough et al., 2008；本多, 2002)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 アイトラッキングで得られた視覚的注意
に関するデータは、2 種類の方法で算出され
る。一つは総注視時間である。これは特定の
刺激をどの程度の時間見ていたのかについ
て計測した結果である。もう一つは、総注視
回数である。これは特定の刺激を何回程度見
たのかについて計測したものである。このほ
かには、First Fixation（最初に見た刺激と、
注視するまでの時間）などがあるが、この研
究では目的から外れるため検討しなかった。 
 
 

アイトラッキング装置による視線解析の例 



(2）モダリティによる視覚的注意の変化 
 
 ここでは(1）の研究成果を踏まえて、(2）
の研究を計画した。この実験は実験刺激や課
題の流れは(1）とほぼ同じであるが、アイト
ラッキングの分析方法を大きく変えている。
具体的には(1）では測定した 30 秒間全体の
結果（総注視時間と沿吸注視回数）を、刺激
の種類別に比較をしたが、(2）では観察した
30 秒間を 3つのフェイズに区切り、時間的変
化を検討することとした。また要因が増える
こともあり、さらに対象者を 24 名まで増や
して行うこととした。 
 
 
(3）視線解析結果と主観的評価 
 
 エクスポージャーの効果測定には、臨床場
面ではこれまでクライエントの主観的評価
が重要な指標となっていた。そこで本研究に
おいても対象者による主観的な体験と，アイ
トラッキングで得られる諸データとの関連
を検討することとした。不快刺激に対して，
どのような態度で接していたか，についても
二つの側面より回答を求めた。一つ目には，
不快刺激への主観的な注視時間である。これ
は “どの程度長く不快刺激に注目していた
と思いますか”という形で，不快な画像刺激
および不快な言語刺激それぞれについて5段
階のリッカート尺度で尋ねた(“1点：まった
く注目していなかったと思う”から“5 点：
とても注目していたと思う”」)。もう一つは，
不快刺激への意図的な回避傾向である。これ
は不快刺激に対する意図的な働きかけをど
の程度行っているのかについて，“どの程度
不快刺激を注意しないように意図していた
のか”という形で，不快画像および不快言語
それぞれについて5段階のリッカート尺度で
回答を求めた(“1点：まったく意図しなかっ
た”から“5点：とても意図していた”)。 
 
 
(4）実施の問題と今後の課題 
 アイトラッキング装置を用いた研究は臨
床心理学分野ではまだ開始されたばかりで
ある。そのため、方法や実施上の問題も含め
て課題は多い。そこで、実施した研究成果を
踏まえ、おもに不快刺激へさらされた際の注
意とエクスポージャーの発展を念頭に、課題
を整理した。 
 
 
 
４．研究成果 
(1）モダリティによる視覚的注意の違い 
 
 この図は、アメリカ認知行動療法学会（ワ
シントン）において発表したものであり、視
聴時間の長さ（総注視時間）を条件別に比較
したものである。この研究結果から、視覚的

注意は刺激のモダリティに関係なく不快刺
激よりも快刺激を視聴する傾向にあること
が明らかになった。また総注視回数において

も比較したが、この結果と同様な結果が得ら
れた。このことより、より長期に観察した場
合には、不快刺激を避け、快刺激を視聴する
傾向にあることが明らかになった。 
 
 
 
(2）モダリティによる視覚的注意の変化 
 
 (1）の研究を発展させ、30 秒間という刺激
提示時間内の変化を検討することとした。下
記の結果は、アメリカ認知行動療法学会（ナ
ッシュビル）において発表したものである。
これはとくに言語刺激を提示した際の総注
視時間をフェイズ別に計測した結果である。
言語刺激の場合、30 秒間全体で観察した場合
には、不快/快刺激の差が確認されたが、継
時的に計測した場合であっても時間経過に
伴う不快/快刺激の注視の変化が見られなか
った。一方で、画像刺激の場合には、刺激提
示後 20-30 秒間で不快刺激を避け、快刺激を
視聴することが明らかになった。 
  
 

 
 



 
(3）視線解析結果と主観的評価 
 不快刺激への主観的な注視時間について
は、画像刺激においては有意な相関は確認さ
れなかったが、言語刺激においては有意な負
の相関が確認された。このことは言語刺激の
場合対象者の主観的な体験と注視の傾向と
が異なっていることを意味している。また不
快刺激への意図的な回避傾向は、言語刺激の
場合には有意な相関が確認されなかったが、
画像刺激の場合には負の相関が確認された。 
 
 
(4）実施上の課題 
 
 本研究では言語刺激と画像刺激を用いて、
特に不快刺激へ対する視覚的注意の変化を
アイトラッキング装置で観察した。その成果
は関連学会誌へ投稿中である。また、本研究
をはじめアイトラッキング装置を用いた研
究は、この分野では萌芽的な試みである。本
研究を通して明らかになった課題は下記の
通りにまとめられる。 
 
○系統的な条件整備 
 本研究では快刺激を比較刺激として不快
刺激に対する注視の様子を検討したにすぎ
ない。中性刺激を用いること、言語や画像と
いう刺激のモダリティによる違いはそれぞ
れどのような機能を有しているのか、など
様々な条件を系統的に組み合わせ、不快刺激
下での視覚的注意の特徴や個人特性との関
係などを検討する必要がある。 
 
○エクスポージャーの効果との変遷 
 本研究では不快刺激下での態度を測定し
たが、今後はエクスポージャーの効果（不快
刺激に対する不快さの程度が低減していく
過程）にそってどのように変化するのかにつ
いて検討していく必要がある。また、エクス
ポージャーの効果を促進させたり、あるいは
阻害するような視覚的注意の変動について
抽出するとともに、こうした促進要因や阻害
要因の臨床場面での応用可能性について検
討することが望まれる。 
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